
嬉野市議会活性化特別委員会

項目 内     容 担当課 回答

・市道を区役等で法面の除草作業を行っているが、高齢化等
で厳しい現状である。今後の市の対応はどう考えているか。

建設課
   市道の除草に関しては、行政区（区長）を通じて建設課へご相談いただけれ
ば、道路作業員により除草の予定をいたします。但し、実施時期については希
望に添えない場合もありますので、ご了承ください。

・市道や側溝の除草作業後の草や土等の処分はどうしたらよ
いか。

建設課
環境下水道課

   市道に係るものは、行政区（区長）を通じて建設課へご相談ください。
   草や枝の処分については指定ごみ袋（燃やせるごみ袋）に入れて、ごみ中継
基地まで持ち込みをお願いします。
   地区の除草作業等であれば、環境下水道課でボランティア用ごみ袋の無償
提供も行っています。
※土に関してはごみ中継基地での受け入れは行っておりません。

・東吉田両岩線は近道としての通行量が多い。危険なので道
路拡張はできないか。

建設課
   市道の拡幅については、用地等の確保も必要となります。行政区（区長）を
通じて具体的な要望区間をお示しいただき、建設課へご要望ください。

・道路の白線や停止線が薄くなっているところが多数ある。
カーブミラーの設置等の調査及び整備はできないか。

総務・防災課
建設課

   原則的に対応を行う部署は、横断旗の設置（総務・防災課対応）、通学路の
変更(学校対応)、学童注意の表示の設置(嬉野地区交通安全協会対応)、学校
敷地から県道に出る所に停止線の路面表示(学校対応)、防犯のための保護者
による送迎（学校対応）となっています。
   白線については、市道であれば建設課で順次対応を計画していきます。ま
た、市道のカーブミラーについては、地元要望も多いため優先度等を見ながら
対応いたします。

・工業団地への市道が大型車両の通行により痛みがひどい。
大型重量車両に対応した整備はできないか。

建設課
   市道の舗装補修について、要望箇所も多いため、優先度等を見ながら検討
いたします。当該路線については、今後も部分的な補修での対応を予定してお
ります。

・一位原交差点の渋滞対策についてどのように考えているか。 建設課
   国道34号線については、以前から九州市長会等の要望活動を通じて歩道整
備の要請を国に対して行っておりますが、今後は、渋滞緩和対策も含めて要望
を続けていきます。

・オルレコースでもある轟の滝や遊歩道の除草、整備等の予
算を拡充しての維持管理ができないか。

新幹線・まちづくり課
   轟の滝公園の除草については、4人の作業員により他の公園より除草回数
を増やして対応しております。

・下水道敷設工事後の陥没においては、里道においても整備
できないか。

環境下水道課
下水道敷設工事後の陥没においては、区長を通じて環境下水道課へご相談く
ださい。

・農地や林道のイノシシの被害が酷い現状である。年に1回ぐ
らいは市で対応できないか。

農業政策課
   農地については私有地となるので、防護柵の補助等を活用していただき自
衛をお願いしたいと考えています。
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項目 内     容 担当課 回答

・狩猟免許の規制を緩くして沢山の方に免許を取っていただき
たい。猟友会への補助の増額はできないか。

農業政策課

   狩猟免許取得については、取得後猟友会に加入していただき、有害鳥獣捕
獲に従事される場合には、狩猟税を除く費用について全額補助をおこなってお
ります。
   また、免許更新費用についても同様です。

・イノシシの被害が多い。ワイヤーメッシュ等の補助増額は出
来ないか。また、溝等に大きな石を落とされ、撤去に苦労して
いる。市で対応できないか。

農業政策課   検討します。

・アナグマも多い。今以上の対策を望む。捕獲機の個人への
貸し出しはできないか。

農業政策課   検討します。

・地域農業において担い手不足、休耕田対策で苦労している。
地域計画を描けない地域はどうするか。

農業政策課
茶業振興課

   農業用施設整備事業補助金又は多面的機能支払交付金事業にて対応可能
となります。
   また、茶業においても担い手不足は課題でありますが、現在のところ荒廃し
ないための対策として、茶園を伐根し、農地とすることへの補助事業を実施し
ています。

・共同乾燥調製施設については、市からの補助もできないか。 農業政策課    今のところ、市が補助する制度はございません。

・農地への補助なのでため池の堤体への補助は出来ないと言
われた。農業用ため池等の保護のためワイヤーメッシュの補
助はできないか。

農業政策課
農林整備課

   農業用施設整備事業補助金又は、多面的機能支払交付金事業にて対応可
能ではないかと思われます。

・猛暑酷暑の対策及び避難所対策として学校体育館へのエア
コンの設置はできないか。

教育総務課
   多額の費用を要する事業となるものであるため、慎重に検討を進めていきた
いと考えています。

・塩田庁舎利活用において図書館の整備充実は考えている
か。

企画政策課

   塩田地区の新しい拠点づくりのため、現在、市民や各団体の代表者等で構
成する塩田庁舎等利活用検討委員会において、現塩田庁舎及び周辺公共施
設の活用や機能再編等の検討を行っています。
  図書館のあり方についてもこの枠組みの中で意見集約しながら、最終的に市
の方針をお示しする予定です。

・若い世代及び子供も少ない。子供たちが安全に遊べる場所
確保を考えているか。（多久市児童館みたいな）

子育未来課

   現在、嬉野町老人福祉センター内に嬉野市子育て支援センターが、塩田町
の楠風館内にこどもセンターLykke(リュッケ)を設置し、子どもたちが安心して遊
び、保護者の方々も交流できる場所を提供しています。
   しかし手狭であることや、駐車場の確保に苦慮しているため、移転も視野に
入れておりますが、多額の費用を要するため、慎重に検討していきたいと考え
ています。

有害鳥獣につ
いて

農業問題につ
いて

施設設備につ
いて



項目 内     容 担当課 回答

・新幹線嬉野温泉駅やうれしのまるく等に賑わい創出のため
にピアノは置けないか。

新幹線・まちづくり課

  JR嬉野温泉駅に確認したところ、設置スペースや維持管理面の関係でお断
りされております。
   まるくアイズにおいても、設置スペースの関係や維持管理、静かにゆっくりく
つろぎたいお客様もいらっしゃいますので、ピアノの設置は考えておりません。

・嬉野地区に文化施設が無いので建設できないか。 文化・スポーツ振興課
   文化施設としてリバティがありますので、そちらをご利用ください。
また、U-Spoやうれしの市民センターにおいても文化的イベントに対応可能で
す。

・鷹巣テニスコートの改修及び専門的な卓球場の建設はでき
ないか。

文化・スポーツ振興課
新幹線・まちづくり課

   鷹ノ巣公園テニスコートについては、適宜補修等は行っているところで、現時
点において改修は考えておりません。今後とも大切にご利用いただくよう利用
者の方にはお願いしてまいります。
   卓球場は、現在嬉野市中央体育館（U-Spo）や、嬉野市社会文化会館（リバ
ティ）、不動ふれあい体育館に卓球の備品を準備していますので、そちらをご利
用ください。

・敬老会については、物価高騰により開催が難しい。補助金の
かさ上げと公的施設で飲食ができるように施設の規約の緩和
は考えられないか。

福祉課
施設管理各課

   塩田公民館、吉田公民館およびうれしの市民センターでは、飲食を制限して
おりません。ただし、使用にあたっては清掃等の注意事項がありますので、事
前に文化・スポーツ振興課にご相談ください。
   高齢化社会が進む中、敬老会の補助金の額と対象者について、地区と一緒
に考え直す時期がきていると考えています。(ただし、施設規約の緩和について
は検討していません）
   文化センター3階のトレーニング室は床面の性質上、飲食を伴う行事には使
用できません。それ以外の部屋については、飲食を伴う利用も相談に応じてい
ます。

・現業職員の働き方において、時間的にも燃料的にも無駄の
ないように効率的にやっているか。

新幹線・まちづくり課
   朝夕は、嬉野庁舎にて当日の予定及び日報の報告を実施しております。季
節によっても異なりますが、休憩時間の確保など体調管理や作業の効率性も
考えながら業務を実施しているところです。

・東吉田の工業団地はどうなった。地権者への説明はどうする
か。

広報・広聴課    市の方針が決定し次第、速やかに地権者説明会を開催いたします。

・空き家において解体補助は出来ないか。また、農地も含めて
海外の企業や外国人の購入が心配であるが対策はどうか。

総務・防災課
農業委員会

   現行制度では、補助金の交付を受けるためには、国庫補助に該当した上で
手続きの手間も時間もかかる制度となっているため、使いやすい制度を創設す
ることが望ましいですが、現状ではすべて一般財源の持ち出しとなるため、公
益性と公平性を勘案して新たな制度の検討を行う必要があります。
   なお、地元の農業委員とも情報を共有し、農地取得の要件に該当しているか
の判断を行っています。また農地転用は、県の農政企画課とも事前協議をして
います。

その他
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項目 内     容 担当課 回答

・野良猫が多い。近隣市町の取組を参考に地域猫対策はでき
ないか。

環境下水道課

   現在野良猫に対する相談は市へも多く寄せられています。今のところ市とし
てはガーデンバリア（超音波を発する猫除け）の貸し出しや、野良猫に餌を与
えないようにする啓発用の看板やチラシの配布などを行っています。
   野良猫に対するほかの自治体の取り組みとしては、野良猫に対する避妊・
去勢手術に対する補助制度や佐賀県で実施されている地域猫制度を活用し
野良猫を減らしていくよう取り組みがなされていますので、このような事例を参
考に今後検討していきたいと考えています。

その他


